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北方第一踏切

●岡山城

●岡山市役所
●北区役所

●中区役所

●岡山駅

●岡山県庁

●岡山大学

(都)上石井岩井線

北方第一踏切 説明資料

凡例

国道

主要地方道

一般県道

幹線市道

主要渋滞箇所

鉄道交差部の円滑化に資する対策
・歩道新設（北方第一踏切）
・自由通路（岡山駅構内）
・駐輪場整備による東西口利用の適正化
・跨線橋の新設（岡山駅南側）

北方第一踏切

(都)上石岩井線
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名称
いまだてがわふみきり

今立川踏切

位置 岡山県笠岡市富岡17-12

鉄道の線区名 山陽線

道路の路線名 市道　青池小島屋線

工事の概要

【通行規制】
市道　青池小島屋線一部区間の自転車歩行者道化
（事業主体：笠岡市）
W=4.3m
道路交通法第二条に規定する車両（自転車を除く）の通行規制：規制杭の設置

【踏切道密接関連道路の改良】
県道　園井里庄線　バイパス整備（指定踏切道の交通を転換させるための道路整備）
（事業主体：岡山県）
延長L=0.7km
幅員W=6.5（11.25）m
JR交差部　ボックスカルバート　L=24.5m
開通日　令和５年３月５日

踏
切
道
の
詳
細

改
良
計
画
の
概
要
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